
由
利
本
荘
市
議
会
で
す

くす玉割れたよ！／出初式（１月５日）

の住む岩城は活気にあふれ、人のつながりが

とても深いところです。一つの例として地域

を代表する祭り、「旧藩祭」があります。これは地

元の祭りだけでなく、姉妹都市のいわき市など他地

区からも招待して行われ、この期間は多くの人でに

ぎわい活気であふれます。この活気や地域を越えた

人のつながりが岩城の良さであり、私がこの町が好

きな理由です。

　一方で、高齢化と若手の減少により祭りの継ぎ手

が少なくなっていると聞きます。祭りは、地域を活

性化させる大切な役割を担っていると思っていま

す。私は、地域に伝わる良さをしっかりと受け継

ぎ、「旧藩祭」などを通して活気あふれる町づくり

に貢献したいと思います。

たしが住んでいる石沢地区は、夏になるとた

くさんのホタルを見ることができます。小学

校にはホタル観察苑もあり、毎年きれいなホタルを

見るのがとても楽しみです。また、春には「絆の茂

里（もり）」で満開の桜を見ることができます。東

京から疎開してきた女学生さんたちが、感謝の気持

ちを込めて植樹したものです。保育園や学校でお花

見に行ったりします。ほかにも、石沢地区には「げ

ねもち」という郷土料理があります。学校でとれた

お米をつぶして、つゆに入れて学習発表会の時に食

べます。とてもおいしいです。

　来年で石沢小学校は閉校になりますが、これから

もすてきな石沢地区の四季や料理を受け継いでいき

たいと思います。春になったら、一度「絆の茂里」

の桜を見に来てください。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.１7

私 わ

ふるさと石沢への思い活気あふれる町「岩城」を

石沢小学校 ６年
こまつ わかば

さん小松 若葉

岩城中学校 ３年

（町内名　烏川）（町内名　滝俣）

わたなべ かい

さん渡部 　快
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ま
ち
の

声
か
ら

　
我
が
家
に
は
小
５
の
子
供
が
い
ま
す
。
そ
の

子
と
今
年
初
め
て
「
刻
参
り
」
と
い
う
行
事
に

参
加
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
将
棋
の
駒
の
形

を
し
た
提
灯
を
自
分
で
作
り
、
そ
の
提
灯
を
も
っ

て
「
ト
キ
マ
イ
リ
」
の
掛
け
声
で
亀
田
町
内
を

練
り
歩
き
、
日
が
傾
く
頃
に
な
る
と
山
道
を
登

り
竹
林
を
通
っ
て
神
社
に
お
参
り
を
し
ま
す
。

　
こ
の
行
事
は
児
童
数
２
０
０
名
ほ
ど
の
岩
城

小
学
校
と
連
携
し
て
参
加
者
を
募
り
、
２０
〜
３０

名
ほ
ど
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
昭
和
の
時
代
に

は
亀
田
だ
け
で
も
子
供
が
沢
山
い
て
賑
や
か
な

行
事
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
「
刻
参
り
」
の
よ
う
に
地
元
に
密
着
し

た
行
事
は
松
ヶ
崎
と
道
川
に
も
あ
り
、
残
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
地
域
行
事
の
こ
と

を
子
育
て
世
代
の
私
も
理
解
し
子
供
達
に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

地
域
行
事
に
参
加
し
て

さ

さ

き

ひ
さ
し

さ
ん

岩
城
地
域 

  

　　　　　　　　（
町
内
名
　鶴
潟
）

佐
々
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編
集
後
記

委
員
長
　
　
佐
々
木
　
茂

副
委
員
長
　
岡
見
　
善
人

委
員
　
　
　
正
木
　
修
一

　
　
　
　
　
伊
藤
　
岩
夫

　
　
　
　
　
今
野
　
英
元

　
　
　
　
　
佐
々
木
隆
一

　
　
　
　
　
佐
藤
　
義
之

　
　
　
　
　
小
松
　
浩
一

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　
令
和
元
年
最
後
の
定
例
会
が
閉
会

し
、
我
々
議
員
の
任
期
も
半
分
強
が

経
過
し
ま
し
た
。
市
当
局
も
議
会
も
、

市
民
の
安
心
安
全
な
生
活
を
第
一
義

と
し
て
日
々
精
励
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
は
、
全
国
的
に
大
災
害

が
発
生
し
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て

し
ま
い
ま
し
た
。
令
和
２
年
は
災
害

の
な
い
穏
や
か
な
年
で
あ
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

　
議
会
報
も
市
民
に
解
り
や
す
く
、

読
み
や
す
い
紙
面
を
目
指
し
研
鑽
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
お
気
づ
き
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
議
会
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。　（

佐
々
木
　
茂
）
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議論の中からピックアップ

１日
１３日
２５日
２７日

３日
１３日
１６日

５日
６日
１２日

東北市議会議長会理事会（仙台市）
各期成同盟会等要望活動　～１５日（仙台市・東京都）　
秋田県市議会議長会臨時会（秋田市）
由利本荘市老人クラブ大会

民生委員・児童委員委嘱辞令伝達式並びに退任感謝状贈呈式
鳥海高原矢島スキー場開き
青少年タイ王国友好交流訪問団結団式

消防出初式
新春商工パーティー　
成人式

市議会カレンダー
● ３月定例会の予定 ●

２／２ ３ ４ ５ ６ ８

１２ １３ １３ １５

１６ １８ １９ ２０ ２１ ２２

２３ ２４ ２５

２ ３

２６ ２７ ２８

１２ １３

２９

３／１ ７

８ １４

１５ １６ １７ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

月 火 水 木 金 土

本会議
（開会）

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

　本会議でどんなことがどのように話し合われ
ているのか、様々な手段で知ることができます。
皆さんの暮らしに直結していることばかりです。
ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は２／１7～３／１8 ◀

議会を傍聴！ライブで！
事前の申込みは必要ありません。当日、
直接傍聴席（市役所本庁舎５階）へおい
でください。

会議録で読む
議会終了後２か月程度で会議録ができあが
ります。冊子または、由利本荘市ホームペ
ージから見ることができます。

ケーブルテレビで生中継
本会議の様子を生中継でご覧になれます。

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議長交際費議長交際費

１１月

１２月

１月

１２月

１月

１１月

市議会からのお願い
　市議会では、飲食を伴う会合には

案内状に会費の額を明記していただ

くように申し合わせております。

　皆さまのご理解とご協力をお願い

します。

議会運営委員会
会派代表者会議
千葉県八千代市議会行政視察来訪
臨時会
議会報編集特別委員会
長野県飯田市議会行政視察来訪
会派代表者会議
議会運営委員会
会派代表者会議
本会議（開会）

本会議（一般質問）
議員政治倫理審査会
本会議（一般質問）
議会運営委員会
本会議（一般質問）
議会全員協議会
令和２年度予算に対する各会派提言
委員会（議案審査）　～１１日
会派代表者会議
議会運営委員会
本会議（最終日）
議会全員協議会
議会報編集特別委員会
議会報編集特別委員会
議会運営委員会

議会運営委員会
議会報編集特別委員会
臨時会

３日

７日
１２日
１４日

１９日
２２日
２９日

５日

６日
９日

１０日
１６日
１７日

２０日
２６日
２７日

１０日

１５日
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議会日誌議会日誌

日

   ２月７日（金）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です １４

４ ５ ６

１１

１８

本会議
（会派代表質問）
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任
委員会

１０
常任

委員会

９
常任

委員会

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など
２９，１８８円
（７件）

１８，０００円
（３件）

弔　　　事
３０，０００円
（２件）

３０，０００円
（２件）

１１月 １２月

人気上位のはちみつとフランス鴨の返礼品

答 　４月～１１月までの実績は７３７５万８０１円

となっており、前年比１８３％となっている。

今後も、返礼品の充実を図り由利本荘市の産

品をアピールしていく。

問 　返礼品の種類を増やし、ふるさと納税ポー

タルサイトの増設などの取り組みで、納税額

はどのように推移したのか。

　新たな取り組みでふるさと納税額が増えまし
た。

ふるさと納税大幅に伸びる

産

　令和元年１２月定例会を１１月２９日から１２月１７日

までの１９日間の会期で開催しました。

　市提出案件は５０件で、人事案件、条例関係、令

和元年度補正予算などを審議し、原案のとおり可決し

たほか、陳情２件を採択し、委員会発案２件を原案の

とおり可決しております。

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会

産 … 産業経済常任委員会 建 … 建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

１７

本会議
（閉会）

市総合計画新創造ビジョン
後期基本計画の策定について

問 　具体的にはどのような計画か。

答 　本市の新たなまちづくりにおける基本構想と

まちの将来像を定め、その実現に向けての重

点戦略及び基本政策を示すもので、令和２～

６年度の後期基本計画となる。

　なお、分野別の事業内容と事業費などを示

す実施計画は別途作成し、こちらは毎年度見

直しを行う。

　市政経営方針であり、本市の最上位計画です。

総

７

市道　軽井沢・羽広・南外線
復旧費

問 　過年度に崩れた斜面の平成３０年豪雨によ

る崩壊箇所復旧は。

答 　被災した市道の災害査定では、７４２８万８千

円の申請額に対し６９８４万８千円の査定額で、

採択率は９４．０％だった。

　過年度被災した箇所が本年度の豪雨により

被災し、この度の第３次査定において採択され

たものである。

　災害査定（第３次査定）が終わりました。 建

斜面崩壊した軽井沢・羽広間の市道

12 

月

定

例

会

（１１／１～１／１５）
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ここが聞きたい
一 般 質 問

佐藤健司
（高志会）

も
み
が
ら
処
理
の
対
応
は
。

農
業
振
興
へ
の
取
り
組
み
は

問

陸
上
風
力
発
電
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

は
可
能
か
。

土
地
所
有
者
、
地
域
住
民
、
事

業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
権
利
を
有
す

る
中
、
利
害
の
対
立
な
ど
関
係
者
の

混
乱
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
懸
念

が
あ
り
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
慎
重
な
判

断
が
必
要
で
、
現
在
取
り
組
む
予
定

は
な
い
が
、
に
か
ほ
市
な
ど
の
策
定

状
況
を
注
視
し
、
検
討
し
た
い
。 高橋信雄

（高志会）

問

地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
の

家
族
農
業
に
つ
い
て
。

問

答

２
年
ほ
ど
前
か
ら
家
族
経
営
体

な
ど
の
多
様
な
担
い
手
を
、
確

保
育
成
す
る
支
援
へ
シ
フ
ト
し
て
き

た
。
地
域
農
業
に
は
大
規
模
経
営
体

だ
け
で
な
く
、
中
小
規
模
の
家
族
経

営
体
な
ど
の
多
様
な
担
い
手
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
再
生
産

可
能
な
農
業
を
実
現
し
、
次
世
代
へ

経
営
継
承
で
き
る
よ
う
、
求
め
ら
れ

る
経
営
力
強
化
に
、
支
援
、
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
。

答

ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
施
設
の

　
　制
限
を
考
え
て
い
る
か

健
康
被
害
を
訴
え
る
市
民
へ
の

対
応
は
。

環
境
省
指
針
に
お
い
て
、
風
力

発
電
施
設
か
ら
発
生
す
る
音

が
、
人
の
健
康
に
直
接
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
は
低
い
こ
と
、
超
低
周
波

音
、
低
周
波
音
と
健
康
影
響
に
つ
い

て
は
、
明
ら
か
な
関
連
を
示
す
知
見

は
確
認
で
き
な
い
と
さ
れ
る
現
状
を

問答 風
力
発
電
に
よ
る

　健
康
被
害
の
声
に

　
　
　
　対
し
て
の
認
識
は

問答

地
域
農
業
に
は
家
族
農
業
の

　
　
　育
成
と
支
援
が
大
切

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
は

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

自
然
災
害
へ
の
備
え
は

河
川
の
浸
水
区
域
に
つ
い
て

は
、
１
０
０
年
に
１
度
を
想
定

し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
１
０
０
０

年
に
１
度
の
大
雨
を
想
定
し
た
も
の

に
改
正
し
、
来
年
度
に
新
し
い
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
市
内
の

全
世
帯
に
配
布
す
る
予
定
と
し
て
い

る
。答

市
内
の
「
も
み
が
ら
」
の
排
出

量
は
、
年
間
約
９
千
㌧
と
試
算

さ
れ
、
畜
産
の
敷
料
や
農
地
の
暗
渠

資
材
と
し
て
本
市
で
全
量
利
用
で
き

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
農
協
と
連
携
し
、
耕
種
農
家
と
畜

産
農
家
の
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
に
努
め

る
と
と
も
に
、
収
集
体
制
の
構
築
な

ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
や
研
究
を
進

め
て
い
く
。

新
た
な
工
業
団
地
造
成
は

問答

新
た
な
工
業
団
地
造
成
の
計
画

は
。

県
で
は
今
年
度
、
本
荘
工
業
団

地
の
北
側
エ
リ
ア
に
お
い
て
地

形
測
量
と
地
質
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
本
格
的
な
事
業
計
画
が
策
定
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
ま
た
渋
滞
対
策
と
し
て
、
本
荘
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
交
差
点
か
ら
工
業
団
地

へ
直
接
つ
な
ぐ
バ
イ
パ
ス
整
備
を
県
知

事
へ
要
望
し
て
い
る
。

道
路
整
備
へ
の
対
応
は

問答

市
道
鶴
沼
薬
師
堂
線
整
備
計
画

は
。

市
道
鶴
沼
薬
師
堂
線
の
千
刈
か

ら
薬
師
堂
ま
で
の
未
整
備
区
間

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
交
通
量
調
査
と

概
略
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
概
略
設
計
で
は
、
ル
ー
ト
の
選

定
や
幅
員
構
成
な
ど
を
検
討
し
、
早
期
の

事
業
着
手
・
完
成
を
目
指
し
て
い
く
。

「ガス水道局」から「企業局」へ

問 　下水道事業に関する条例改正は。

答 　特別会計条例から下水道事業と集落排水事

業を削除して、関係条例中の管理者を市長か

ら企業管理者へ読みかえるなど、条例の整備

を図るものである。

　令和２年４月１日から下水道事業に地方公営企
業法の規定が全面適用になります。 建

来年度から「企業局」へと名称が変わるガス水道局

本荘工業団地全景

踏
ま
え
、
事
業
者
へ
の
法
的
手
続
き
は

考
え
て
い
な
い
。

答 　気象情報チャンネルは、機器の老朽化に伴い

令和２年３月中に廃止する。また、利用料につ

いては、現在全額免除している６５歳以上の独

居老人世帯及び老人生活困窮世帯を令和２年

４月１日から半額免除へ見直す。

　なお、ＢＳアップコンバーターの導入による

高度ＢＳ（４Ｋ・８Ｋ）放送のサービス提供の開

始は令和２年５～６月に予定している。

問 　何をいつから見直すのか。

　現行の事業内容を見直します。

ＣＡＴＶの事業内容の見直し
総

岩城地域８施設の指定管理者を
指定

問 　８施設とは。

答「新鶴潟公園テニスコート」「新鶴潟公園パークゴ
ルフ場」「サンスポーツランド岩城野球場」「サン

スポーツランド岩城管理棟」「岩城多目的グラウ

ンド」「岩城総合体育館」「高城体育館」「スパ

ーク岩城」の８施設であり、令和２年４月１日か

ら令和６年３月３１日までの４年間の指定となる。

問 　市民にとって利用しやすい運営となるのか。

答 　株式会社サンアメニティは、これまでも「市

Ｂ＆Ｇ海洋センター」や「遊泳館」の運営実績

があり、市民向けの事業も行っている。８施設

においても市民の参加や利用に結び付く事業展

開が期待できると考えている。

　「新鶴潟公園テニスコート」を初めとした８施
設の指定管理者が、「株式会社サンアメニティ」に
決まりました。 教

テニスコート 野球場

管理棟 岩城総合体育館

答 　新たに設置した立入禁止柵も、心無い人によ

り破損されたり、柵を乗り越えられたりして危

険回避ができていない。今後、巡回などで注

意喚起していく。

問 　釣り人が禁止区域に立ち入り、海への転落

者が出るなど危険な状況は改善できたのか。

　松ヶ崎漁港北防波堤に立入禁止柵が設置さ
れました。

漁港立入禁止柵設置

産

破損された立入禁止柵

完成直後の立入禁止柵
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日
本
で
は
聴
覚
障
が
い
６
級
以

上
な
ど
、
難
聴
を
障
が
い
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
助
成
制
度
が
あ
る

が
、
欧
米
で
は
医
療
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と

し
て
助
成
制
度
を
確
立
し
て
い
る
。

　
９
月
定
例
会
で
、
補
聴
器
助
成
は
本

来
国
が
や
る
こ
と
で
あ
り
関
係
機
関
に

申
し
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
し
、
市
単

独
で
も
検
討
さ
れ
た
い
と
の
質
問
に
、

今
後
検
討
す
る
と
答
弁
し
た
が
ど
の
よ

う
に
検
討
さ
れ
た
か
。

「
聞
こ
え
方
」
に
個
人
差
が
あ

る
な
ど
加
齢
性
難
聴
の
基
準
が

不
明
確
で
あ
り
、
ま
た
視
覚
障
が
い

や
肢
体
不
自
由
に
は
加
齢
に
よ
る
眼

鏡
や
補
装
具
な
ど
の
市
の
助
成
は

行
っ
て
お
ら
ず
、
公
平
性
の
観
点
か

ら
も
市
単
独
助
成
は
困
難
で
あ
る
。

今
後
市
と
し
て
は
、
基
準
と
な
る
聴

力
レ
ベ
ル
の
緩
和
に
つ
い
て
市
長
会

な
ど
を
通
じ
て
要
望
し
て
い
く
。

問答

髙橋和子
（高志会）

補
聴
器
へ
の
助
成
制
度

　
　
　
　検
討
の
具
体
化
は

国
は
全
国
の
公
的
病
院
な
ど
の

再
編
を
検
討
し
、
４
２
４
の
病

院
名
を
上
げ
、
本
県
で
は
５
病
院
が
上

が
っ
た
。
本
市
は
今
回
上
が
ら
な
か
っ

た
が
、
い
ず
れ
国
の
再
編
統
合
が
あ
る

だ
ろ
う
と
見
ら
れ
て
い
る
。
市
民
の
生

命
、
地
域
医
療
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

公
立
、
公
的
病
院
は
、
民
間
医

療
機
関
の
立
地
が
難
し
い
過
疎

地
や
採
算
が
合
わ
な
い
部
門
な
ど
の

医
療
を
担
っ
て
お
り
、
国
が
示
す
再

編
統
合
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
議

論
が
必
要
で
あ
る
。

　市
と
し
て
は
、
県
や
各
自
治
体
、

医
師
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を

密
に
し
、
地
域
の
実
態
に
即
し
た
医

療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

く
。 問答 国

の
病
院
再
編
統
合
か
ら

地
域
医
療
を
守
る
立
場
に

　
　
　
　
　
　
　
　つ
い
て

佐々木隆一
（日本共産党）

民
俗
文
化
保
存
展
示
施
設
は
、

ダ
ム
周
辺
整
備
計
画
と
ど
の
よ

う
に
連
動
さ
せ
具
体
的
に
進
め
る
の

か
。

現
地
保
存
調
査
報
告
書
は
今
年

度
末
に
完
成
す
る
。
国
庫
補
助

事
業
の
「
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置

法
」
に
基
づ
く
「
水
源
地
域
整
備
計

画
」
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

調
査
結
果
・
記
録
の
活
用
に
つ
い
て

民
俗
展
示
施
設
整
備
も
含
め
国
と
調

整
す
る
。

問答

峰
越
林
道
手
代
線
の
改
良
に
つ

い
て
、
本
計
画
で
の
位
置
づ
け

は
。
ま
た
、
関
係
機
関
、
関
係
地
域

と
調
整
連
携
す
べ
き
で
は
。

酒
田
市
に
は
ダ
ム
建
設
事
業
を

活
用
し
た
環
鳥
海
山
観
光
推
進

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
仮
称
「
鳥
海

ダ
ム
周
辺
エ
リ
ア
利
活
用
基
本
構
想
」

で
連
携
を
図
り
対
応
を
協
議
す
る
。

問答 鳥
海
ダ
ム
周
辺
整
備

共
有
代
表
者
が
納
税
義
務
者
に

な
る
が
、
年
数
が
経
過
し
相
続

者
が
多
数
に
及
ぶ
。
ま
た
、
遠
隔
地
に

居
住
な
ど
で
負
担
が
生
じ
て
い
る
。
要

望
の
あ
る
場
合
に
は
按
分
課
税
し
、
納

税
通
知
書
を
出
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
納
税
者
で
あ
る
市
民
の
負
担
軽
減

と
利
便
性
を
図
る
べ
き
で
は
。

納
付
し
や
す
い
環
境
を
さ
ら
に

整
え
る
よ
う
研
究
す
る
。

問答 共
有
地
の

固
定
資
産
税
を
持
分
ご
と
に

納
付
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
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ここが聞きたい
一 般 質 問

平
井
文
庫
（
平
井
信
義
先
生
が

２
１
５
３
冊
の
蔵
書
や
図
書
を

寄
贈
）
の
活
用
は
。

鳥
海
総
合
支
所
に
地
域
住
民
の

憩
い
の
場
を
兼
ね
た
文
庫
の
保

存
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
。
広
報

紙
な
ど
で
周
知
を
図
り
広
く
活
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
寄
附
の
１
千
万

円
は
健
康
福
祉
部
所
管
の
事
業
に
活

用
し
て
い
る
。

問答 平
井
文
庫
の
保
存
と
活
用

布設替工事に向けて設置された仮配水管

答 　ＴＤＫ受水槽の水位低下警報が作動し、原

因究明の結果、ＴＤＫにつながる配水管の老朽

化により、鋼管内部皮膜の塗装部剥離による

配水管の詰まりの可能性があるため、ステンレ

ス管に布設替えをするものである。

問 　子吉川橋添架配水管布設替工事の内容は。

　老朽化した配水管を交換します。

子吉川橋添架配水管布設替工事
建

令和２年度小学校教師用
指導書などを購入

問 　教師用指導書には、デジタル教科書も含ま

れるのか。

答 　全教科のデジタル教科書購入は難しいが、

各校の要望を尊重しながら購入できるように対

応していく。

　次年度の小学校教科書改訂に伴い、教師用指導
書などの購入費用を補正予算で増額します。 教

答 　生産目標数量は前年より５７２㌧減少し３万

１７９２㌧、面積は９０．５８㌶減少の５６１７．３

３㌶となっている。

問 　米余りが懸念されているが、令和２年産米の

「生産の目安」は。

　市の地域農業再生協議会にて決定されまし
た。

令和２年産米「生産の目安」提示

産

議会改革が前進！ 令和３年改選時より
「議員定数」「議員報酬」などが変わります。

令和３年改選時より
「議員定数」「議員報酬」などが変わります。

　１２月定例会において市当局から提案された「議員報酬、

費用弁償等に関する条例の一部改正」は、特別職報酬等

審議会において現時点の社会情勢などから審議されたもの

であり、その答申に基づき令和２年４月１日から引き上げよ

うとするもので、議会としてはこの審議会の答申を極めて

重く受け止め、すでに全会一致をもって可決しております。

　なお、この引き上げ時期については、議会改革特別委

員会において、議員定数、常任委員会の数、政務活動費

と同様に、令和３年の改選時からの適用と確認しているこ

とから、『議員のなり手不足解消』への取り組みを始めとした議会としての総意を市民の皆さまに明

確に示すことが不可欠であると考え、１月臨時会にて議員発案により関連条例の一部改正を可決し、

議員報酬額については、令和３年１０月３１日まで現行額のまま据え置くことといたしました。

　このことから、次回改選時より、議員定数が減り、議員報酬及び政務活動費が引き上げられます。

現　　　在 改　正　後

議　員　定　数 26人

議　長：42万7,000円
副議長：37万7,000円
常任委員長・議会運営委員長：36万7,000円
議　員：35万9,000円

議　長：47万8,000円
副議長：42万2,000円
常任委員長・議会運営委員長：41万円
議　員：40万2,000円

22人
常任委員会の数 4 3

議　員　報　酬

政 務 活 動 費 月額1万円 月額1万5,000円

※１月臨時会については次号でお知らせします。

ここが聞きたい
一 般 質 問
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正木修一
（無所属）

想
定
を
超
え
る
豪
雨
へ
の
避
難

対
策
・
避
難
所
の
対
応
手
順
は

整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
。

豪
雨
災
害
に
対
す
る
備
え
は

問

路
線
の
測
量
設
計
を
実
施
し
て

４
年
が
経
過
し
た
が
、
着
工
の

見
通
し
は
い
か
が
か
。
ま
た
、
市
道
船

岡
３１
号
線
は
、
路
肩
に
亀
裂
が
発
生

し
、
通
行
に
支
障
を
来
し
て
い
る
の

で
、
拡
幅
を
視
野
に
整
備
を
。

本
路
線
は
、市
の
総
合
計
画
「
新

創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
登
載
予
定

で
あ
る
が
、
国
ベ
ー
ス
の
交
付
金
配
分

が
少
な
く
、
既
着
工
路
線
も
計
画
を
延

伸
し
て
お
り
、
早
期
実
施
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。
な
お
、
市
道
船
岡
３１
号

線
は
、
路
肩
の
沈
下
に
よ
り
通
行
車
両

の
安
全
性
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
。

佐々木茂
（市民創風）

問

本
市
の
た
め
池
は
、
県
内
で
最

多
の
６
３
５
カ
所
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
防
災
重
点
た
め
池
は
２
８
９
カ

所
で
あ
る
。
こ
の
防
災
重
点
た
め
池
の

管
理
や
整
備
、
防
災
を
ど
う
や
っ
て
い

く
の
か
。

問

答

た
め
池
の
管
理
は
、
土
地
改
良

区
を
は
じ
め
水
利
組
合
や
個
人

が
管
理
主
体
と
な
り
実
施
し
て
い

る
。
整
備
は
、
受
益
者
の
同
意
を
得

て
、
国
の
補
助
事
業
「
農
地
防
災
減

災
事
業
」
な
ど
で
計
画
的
に
改
修
整

備
を
進
め
て
い
る
。

 

防
災
面
で
は
、
「
農
業
た
め
池
管
理

保
全
法
」
に
基
づ
き
、
県
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
所
有
者
な
ど
へ
届
け

出
や
適
正
管
理
を
働
き
か
け
て
い
く

と
と
も
に
、
点
検
調
査
や
所
有
者
か

ら
の
異
常
発
見
な
ど
の
相
談
に
応
じ

て
、
現
地
の
状
況
を
把
握
し
て
迅
速

な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

答

市
道
新
道
下
藤
崎
台
幹
線

１
号（
仮
称
）の
整
備
に
つ
い
て

問答

農
業
用
た
め
池
災
害
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

生
産
に
必
要
な
労
働
力
を
確
保

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
労
働

力
確
保
に
向
け
た
施
策
と
省
力
化
・

軽
労
化
・
精
密
化
を
進
め
る
ス
マ
ー

ト
農
業
推
進
の
施
策
を
伺
う
。

農
業
生
産
現
場
の

　
労
働
力
不
足
へ
の
対
策
は

Ｊ
Ａ
の
無
料
職
業
紹
介
所
の
取

り
組
み
の
紹
介
を
、
Ｊ
Ａ
と
連

携
し
て
市
民
へ
の
周
知
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
は
労
働
力
不
足
へ

の
対
応
、
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る

有
効
手
段
で
あ
り
、
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
。

問答

陸
上
風
車
間
の
距
離
や
乱
立
を

防
ぐ
配
置
の
規
定
、
民
家
か
ら

の
建
設
距
離
な
ど
を
載
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
懸
念
状
況
を
緩
和
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
が
。

再
エ
ネ
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

見
直
し
は

規
制
を
設
け
る
こ
と
は
、
財
産

権
の
侵
害
や
事
業
活
動
の
制
限

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。
国
へ
の

要
望
や
自
主
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

ど
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

問答

「
住
民
混
乗
運
行
」
を
実
施
し

て
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て

い
く
の
か
。

　
ま
た
、
ス
ポ
少
活
動
で
の
運
行
路

線
内
の
乗
車
は
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
と
な
る
が
考
え
を
伺
う
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

　
　
　
　
　
混
乗
化
運
行
は

児
童
生
徒
が
減
少
す
る
中
、
効

率
的
な
運
行
を
図
る
必
要
が
あ

り
、
混
乗
に
よ
る
継
続
的
な
住
民
利
用

を
事
業
化
す
る
こ
と
は
、
慎
重
に
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
ス
ポ
少
活
動
は
保
護
者
の
責
任
の
も

と
対
応
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
バ
ス
運

行
が
な
い
地
域
で
の
移
動
手
段
も
含
め

研
究
し
て
い
く
。

答

最
近
の
災
害
事
情
を
踏
ま
え
、

具
体
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
へ
の
改

正
を
検
討
し
て
い
く
。

※議長は採決に加わりません。※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。

※社民党：社会民主党　共産党：日本共産党議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
共
産
党

社
民
党

公
明
党

無
所
属

無
所
属

無
所
属

表
決
数

議

　決

　結

　果

高　志　会 市　民　創　風
会派・
議員名

議案

継続審査○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ × × × × ○

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

正
木

　修
一

岡
見

　善
人

阿
部

　十
全

佐
々
木
隆
一

今
野

　英
元

伊
藤

　岩
夫

佐
々
木
慶
治

佐
藤

　
　勇

佐
々
木

　茂

高
野

　吉
孝

大
関

　嘉
一

三
浦

　
　晃

渡
部

　
　功

渡
部

　聖
一

吉
田

　朋
子

三
浦

　秀
雄

高
橋

　信
雄

髙
橋

　和
子

小
松

　浩
一

佐
藤

　義
之

佐
藤

　健
司

長
沼

　久
利

伊
藤

　文
治

湊

　
　貴
信

伊
藤

　順
男

陳情第９号

陳情第１１号

１７

７

陳情第１３号 ２

７

１７

２２

陳情第１４号 ３ ２１

不 採 択

不 採 択

不 採 択

× × × × × × × × × ― × × ○ × ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ×

× × × × × × × × × ― × × × × × × × × × × ○ ○ × × ×

× × × × × × × × × ― × × × × × × × × × × ○ ○ × ○ ×

○：賛成　×：反対

■監査委員（議会選出）の選任について

　　渡部　聖一　議員（新任）

人　事　案　件

●ＣＡＴＶセンター条例の一部改正
　加入種別やコースを追加し、手数料や施設利用
　料を改めるもの。
●児童館条例の一部改正
　本荘中央児童館の改築に伴い、名称及び位置を
　変更するもの。
●子育て支援センター条例の一部改正
　本荘子育て支援センターを開設し、直営事業を
　整理するもの。

条例関係（主なもの）

陳 情 結 果

採　　択

○陳情第１０号
　医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求める意
　見書提出についての陳情
秋田県医療労働組合連合会　執行委員長　石川　洋基

○陳情第１５号
　地方における公立・公的病院の置かれている医療事
　情の状況把握を欠いたまま、国の基準に基づく一方
　的な再編・統合は行わないことを国に求める意見書
　提出についての陳情
秋田県社会保障推進協議会　会長　渡辺　　淳

意　 見 　書

由利本荘市議会だより  第59号（12月定例会） 由利本荘市議会だより  令和2年／2020年2月1日発行

拡幅が要望される市道（通勤ラッシュと大型車輌通行状況）

不 採 択

○陳情第１１号
　介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金
　の新設に関する意見書提出についての陳情
秋田県医療労働組合連合会　執行委員長　石川　洋基

○陳情第１３号
　若い人も高齢者も安心できる年金制度の実現を求
　める意見書提出についての陳情
秋田県春闘共闘懇談会　代表委員　石川　洋基
秋田県労働組合総連合　議長　　　加賀屋俊悦

○陳情第１４号
　国の責任で、お金の心配なく、安心して暮らせる
　社会を実現させるため社会保障制度の拡充を求め
　る意見書提出についての陳情
秋田県春闘共闘懇談会　代表委員　石川　洋基
秋田県労働組合総連合　議長　　　加賀屋俊悦

継続審査

○陳情第９号
　秋田市新屋への地上イージス配備反対の意見表明
　を求める陳情

ミサイル基地イージス・アショアを考える
秋田県民の会　代表委員代表　川野辺英昭

○陳情第１６号
　加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度
　の創設を求める意見書提出についての陳情

全日本年金者組合本荘由利支部　　　　　
執行委員長　村上　次郎

趣旨採択

○陳情第１２号
　ケアプラン有料化などの制度見直しの中止、介
　護従事者の大幅な処遇改善、介護保険の抜本的
　改善を求める意見書提出についての陳情
秋田県春闘共闘懇談会　代表委員　石川　洋基
秋田県労働組合総連合　議長　　　加賀屋俊悦

同意 可決

陳　情 意見書送付先

第１０号

第１５号

内閣総理大臣・総務大臣・財務大臣・

文部科学大臣・厚生労働大臣

衆議院議長・参議院議長・内閣総理

大臣・財務大臣・厚生労働大臣


